
 

 

小学校 第４学年 単元名 「アイヌの人たちの生活と文化」 

                    札幌市立信濃小学校 教諭 山田  透 

【１】単元のねらい 

 本単元では、北海道の先住民族であるアイヌの人々が自然を生かした生活を送っていたことにつ

いて理解することがねらいである。そこで、北海道にはアイヌ語がもとになった地名が多いことか

らアイヌの人々の暮らしに興味をもち、道具や衣服、食べ物、遊びなどについて追究していくよう

な単元を構成する。 

 本時では、アイヌの人々が川沿いに住んでいた意味を考える。今まで学習した衣食や道具などと

結び付けることで、生活に便利な場所だったことに気付き自然を上手に活用していたアイヌの人々

の知恵に迫ることができるようにする。最後に 1855 年の十勝のアイヌ集落分布図を提示すること

で、多くのコタンが川沿いにあった事実から自然を生かしたアイヌの人たちの生活を広い視野から

捉えられるようにする。 

【２】単元構成（５時間扱い） 
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アイヌ語がもとになっている地名を調べよう！ 

アイヌ語がもとになった地名がたくさんあるね 

アイヌの人々はどのような生活を送っていたのかな？ 

＜食＞ 

・サケ、マス 

・鹿、熊 

・木の実、山菜 

アイヌの人々の生活が分かったよ 

別（川の意味）：登別、江別、紋別、芦別 

内（沢の意味）：岩内、稚内、朱鞠内 

幌（大きいの意味）：札幌、南幌、士幌 

留（道の意味）：留寿都、留萌  

カタカナ：ニセコ         など 

＜衣＞ 

・動物の毛皮 

・サケ皮の服 

・アツシ 

＜住＞ 

・チセ 

・コタン 

どうして、アイヌの人々は 
川のそばに住んでいたの？ 

アイヌの人々は、移動がしやすく食べ物がとれて、 
生活に便利だから川のそばに住んでいたんだね。 

 

 

＜遊び＞ 

・投げ輪突き 

・魚突き 

 

アイヌの人々が川沿いに住んでいた意味を考え、 

自然を活用していたアイヌの人々の生活が分かる授業 

＜道具＞・弓矢 ・船 ・つきかぎ ・鹿笛 

川 ・サケやマス 

・動物が来る 

・サケの皮や動
物の毛皮で服
を作る 

・船を使って移動できる 

・重い物でも運べる 

 ・北海道のいろいろ
な所にアイヌ語の
地名があるよ 

 ・アイヌの人は北海
道中に住んでいた
のかな 



【３】本時の目標 

 アイヌの人々が川の近くに住んでいるという事実に問題意識をもち、衣食や移動の視点から考え

ることで、自然を生かして生活するのに便利な場所であることに気付くことができる。  

【４】本時の展開（５／５） 

 

 

お も な 学 習 活 動 

 
アイヌの人々の衣・食・遊び・道具について調べ、アイヌの人たちが自然を大切にして生活し

ていることを理解している。 

○アイヌのコタン

の絵やコタンの

分布を提示する

ことで、川の近く

に居住している

という事実に気

付き、川のそばに

住む理由につい

て問題意識を生

む。 

・同じような家に住ん
でいるね。 

・いろいろな所に住ん
でいると思うよ。 

・山の中なんじゃない
かな。 

・川の近くに住んでい
るね。 

・どうして、川の近く
に住んでいるのか
な。 

どうして、アイヌの人々は 
川のそばに住んでいたの？ ○川のそばに住ん

でいる意図につ
いて、既習を手
がかりに関係付
ける中で衣食い
った視点から、
川の周りの地形
の資料から移動
の視点から生活
に便利な場所に
住んでいたアイ
ヌの人々の知恵
に迫っていく。 

・飲み水になるよ。 

・川を上るサケをとっ
て食べ物がたくさ
んあるんだよ。 

・船で漁ができるよ。 

・サケは食料以外にも
使われていたから、
サケがとれる川の
近くなんだ。 

・自然の恵みを十分に
生活に生かしてい
るね。 

アイヌの人々は、移動がしやすく食べ物がとれて、 
生活に便利だから川のそばに住んでいたんだね。 

 

・サケやマスなど
の魚が獲れる 

・水を飲みに動物
がやって来る 

・サケの皮や動
物の毛皮で服
を作る 

アイヌの人々が多く住んでいた場所は？ 
＜コタンの絵：帯広百年記念館蔵＞ 

○十勝のアイヌ集
落分布図を提示
することで、川
沿いに暮らして
いたことを実感
で き る よ う に
し、自然を生か
して生活してい
たことに気付か
せる。 

 

・やっぱり川のそばに
住んでいるね。 

・近くのコタンにも川
を沿っていけるか
ら行きやすいよ。 

・自然を生かして暮ら
しているところが
すごいね。 

便利な生活ができるように、 
自然を生かしていたんだね。 

やっぱり川のそばに住
んでいるね。 

自然を上手に生かして
いるんだね。 

 

・船を使って移動
できる 

・重い物でも運べ
る 川 



【５】単元の導入の板書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【６】本時の板書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７】本時の中心資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 導入では、アイヌ語が基になった地名があることを伝え、アイヌ語の地名を地図帳で調べさせる。する
と、子どもはアイヌの人々がたくさんの地名を付けていることに気付き、いろいろな所に住んでいたと考
える。そこで、今から７００年以上も前からアイヌの人々が北海道に住んでいたという事実を提示し、「そ
んな昔の北海道で、どのような生活をしていたのかな。」という単元を通した問いを生み、衣食住、遊び、
道具などに焦点を当てて調べるように関わっていく。 

 本時では、まず、アイヌの人々が多く住んでいた場所を予想させる。そして、川のそばにあるコタンの
絵を提示し、問いを生む。子どもたちは既習を生かし、食料や衣服の原材料になる動物や魚が取りやすい
場所であることや飲み水が確保できるなどとの子どもの意見を位置付ける。その際、板書を山・川・海の
地形に見立てて構成し、船のイラストを準備することで、移動や運搬にもよい場所であることに気付かせ
る。最後に、十勝のコタン分布予想図を提示し、「やっぱり川沿いに多いんだ。」と一般化を図る。こうし
て、子どもはアイヌの人々は生活に便利な場所を選んで住んでいたことが分かり、アイヌの人々の知恵に
迫ることができる。 

最初に、左の狭い範囲のコタンの絵を見せて、絵や既習をもとに、コタンがどのような場所に
あるか予想させる。その後、右の絵を提示し、川沿いにあることに気付かせ、問いを生む。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【８】子どものノート 

 

アイヌの人々が川沿いに住んでいる理由について、食料を確保しやすく移動もしやすい便利
な場所だと気付いた子どもたちに、「本当にそうなの？」と問い返す。「他のコタンも川沿い
にあったんじゃないか。」と言う考えを引き出し、十勝のコタン分布予想図を提示すること
で、「やっぱり川沿いは便利な場所だったんだ。」「アイヌの人たちは自然を生かして生活し
ていたんだね。」ということを理解させることができる。  

 

「川」という言葉をノートの
中心にして、ウェビングでノ
ートをまとめた。そうするこ
とで、「動物や魚をとって食
べていた。」「木の皮やサケの
皮を服にしていた。」などと
いった既習とつなげて考え
ることができた。 

※参考資料 

・アイヌ民族：歴史と現在  

（公益財団法人アイヌ民族 

 文化財団） 

・アイヌのチャシとその世界 

（北海道出版企画センター） 

・コタンの絵 

（帯広百年記念館蔵） 


